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島根原子力発電所1号機の発電開始について

  島根原子力発電所1号機(沸騰水型，定格電気出力46万キロワット)は，平成18

年9月9日から第26回定期検査を実施しておりますが，平成19年3月13日2時40

分，発電を再開しました。（原子炉起動，平成19年3月9日7時01分） 

  今後，調整運転を行った後，経済産業省の最終検査を受け，定期検査を終了

する予定です。 

  今回の定期検査期間中に実施した主な工事等の内容は以下のとおりです。

1. 定期検査中に実施した主な工事 

（1）燃料取替工事 

  原子炉内の全燃料（400体）のうち，64体を新燃料に取り替えた。

（2）制御棒駆動機構取替工事 

  制御棒駆動機構97体のうち，17体を同一設計の予備品に取り替えた。

（3）出力領域計装取替工事 

  出力領域計装の検出器集合体22体のうち，7体を同一設計の検出器集

合体に取り替えた。

（4）制御棒取替工事 

  ボロンカーバイド粉末を制御材とする制御棒4本を，ハフニウム棒を制御

材とする長寿命化した制御棒に取り替えた。

（5）第4給水加熱器取替工事 

  第4給水加熱器2台について，減肉対策として炭素鋼から耐食性に優れ

た低合金鋼のものに取り替えた。

（6）残留熱除去系主要弁取替工事 

  残留熱除去系主要弁1台について，流量調整機能の向上を図るため内

部構造を一部改造したものに取り替えた。



2. 定期検査中に実施したトラブルの水平展開 

（1）残留熱除去系配管他点検 

  残留熱除去系配管溶接部5箇所，原子炉圧力容器接続配管溶接部4箇

所および炉心シュラウド溶接部2箇所の点検計画分について点検を実施

し，異常のないことを確認した。 

平成15年4月17日付け，平成15･04･09原院第4号「炉心シュラウド及

び原子炉再循環系配管等のひび割れに関する点検について」および

平成18年3月23日付け，平成18･03･20原院第2号「発電用原子力設

備における破壊を引き起こすき裂その他の欠陥の解釈について」に

基づく

（2）蒸気タービン設備他配管点検 

  蒸気タービン設備他の配管の点検計画分688箇所について，肉厚測定

を実施し，4．（2）項の2箇所を除き異常のないことを確認した。 

平成17年2月18日付け，平成17･02･16原院第1号「原子力発電所の

配管肉厚管理に対する要求事項について」および平成17年12月26

日付け，平成17･12･20原院第11号「原子力発電所の定期事業者検

査に関する解釈について」および平成17年3月23日付け，平成17･

03･15原院第5号「東京電力株式会社福島第一原子力発電所，柏崎

刈羽原子力発電所及び中国電力株式会社島根原子力発電所にお

ける配管の減肉事象について」および平成18年6月7日付け，18原企

課第45号「女川原子力発電所２号機原子炉手動停止に係る配管肉

厚管理の徹底について」および平成18年8月21日付け，18原企課第

70号「東北電力株式会社女川原子力発電所1号機及び2号機におけ

る配管減肉事象について」に基づく

3. 3号機建設関連工事 

（1）1・2号機開閉所接続工事 

  3号機増設に伴い，1・2号機の開閉所を接続し，1号機の送電線を原子

力幹線から第2島根原子力幹線に切り替えた。

4. 定期検査中に発見した不具合 



（1）復水貯蔵タンクの腐食について 

  復水貯蔵タンクの点検において，腐食によりタンク水位計配管取り付け

部の一部が技術基準における必要最小厚さを満足していないことを確認

した。 

  原因は，当該箇所は保温材で覆われていたことから，長期間点検およ

び再塗装を実施していなかったため経年的に塗装が劣化し，保温材への

雨水の浸入によって腐食が進行したものと推定した。 

  類似箇所について点検した結果，当該箇所以外に問題となる腐食はな

いことを確認した。 

  当該箇所については，肉盛溶接による補修を実施した。

（2）復水フィルタ出口ヘッダー配管の減肉について 

  蒸気タービン設備他配管点検において，復水フィルタ出口ヘッダー配管

の復水フィルタ出口配管との合流部6箇所(A～F部)のうち2箇所（B，C部）

の一部に減肉が認められ，技術基準における必要最小厚さを満足してい

ないことを確認した。 

  原因調査の結果，復水フィルタ出口ヘッダー配管の復水フィルタ出口配

管との合流部は，復水フィルタ出口配管に偏流発生要素が連続していた

こと，さらにB部およびC部については，復水フィルタ出口ヘッダー配管の

流量が上流箇所に比べて多かったことから，長期の運転に伴いエロージョ

ン・コロージョン※による減肉が進展し技術基準を下回ったものと推定し

た。 

  対策として，B部およびC部については，新しい配管に取り替えた。また，

復水フィルタ出口ヘッダー配管と復水フィルタ出口配管合流部は今後全

箇所を測定対象とするなど，減肉管理を見直すこととした。 

※ 流体の機械的作用による浸食（エロージョン）と，化学的作用による腐

食（コロージョン）との相互作用により起こる減肉現象。

（3）
高圧注水ポンプ駆動用のタービン点検について 

  高圧注水ポンプの試運転において，高圧注水ポンプ駆動用のタービン

の軸封部付近から僅かな水の漏えいが認められた。 



  点検調査の結果，軸封部付近からの漏えいの原因は，タービン車室の

上部と下部をボルト締めする際に，シール材が他に比べ厚くなった部分が

生じ，定期試験時の蒸気の熱影響で当該部の隙間が減少し，ボルトの締

付トルクが低下したことなどによるものと推定した。 

  対策として，ボルトの締付けを，トルク管理からトルク管理と隙間管理を

併用するなど作業要領書の記載を見直すこととした。 

  また，所内蒸気によるタービン単体試験時に冷却水中への油分の混入

を確認した。 

  油混入の原因は，タービンの漏えい箇所の確認試験時にタービン軸受

けの潤滑油が冷却水側に流入したものと推定した。 

  高圧注水系配管等について油分の回収作業を実施するとともに，残存

する油分が，原子炉設備に影響を与えないことを確認した。

 

以上
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